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は
じ
め
に

吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
は
、
国
内
で
も
有
数
の
も

の
と
し
て
知
ら
れ
る
。
特
に
印
象
派
絵
画
に
つ
い
て
は
、
モ
ネ
、
シ
ス
レ
ー
、

ピ
サ
ロ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
、
所
蔵
す
る
作
品
の
数
が
多
く
、
秀
作
に
富
む
。

ま
た
個
々
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
時
期
も
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
晩
年
ま
で
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ポ
ス
ト
印
象
派
や
二
〇
世
紀
の
画
家
た
ち
に

つ
い
て
も
、
優
品
が
そ
ろ
っ
た
シ
ャ
ガ
ー
ル
作
品
を
は
じ
め
、
転
換
期
の
時
代 

を
見
わ
た
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
と
お
し
て
、
印
象
主
義
を
定
義
し
、
西
洋
近
代
絵
画
史
に
お
け
る
位
置
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。1

一
．
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
印
象
派
絵
画

モ
ネ
の
《
ヴ
ェ
ト
ゥ
イ
ユ
、
サ
ン=

マ
ル
タ
ン
島
か
ら
の
眺
め
》（
図
１
）
は

一
八
八
〇
年
に
制
作
さ
れ
た
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
ヴ
ェ
ト
ゥ
イ
ユ
の
村
を

セ
ー
ヌ
河
の
中
州
の
島
か
ら
見
た
風
景
。
モ
ネ
は
こ
の
絵
を
制
作
す
る
二
年
前

の
一
八
七
八
年
、
パ
リ
の
北
西
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
セ
ー
ヌ
川
沿
い
に
あ
る

ヴ
ェ
ト
ゥ
イ
ユ
に
転
居
し
て
い
る
。
モ
ネ
の
家
族
（
妻
と
二
人
の
男
児
）
だ
け

で
は
な
く
、
オ
シ
ュ
デ
夫
人
と
そ
の
子
供
た
ち
（
オ
シ
ュ
デ
氏
は
実
業
家
で
印

象
派
の
コ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
が
、
破
産
）
を
伴
っ
た
大
所
帯
で
の
転
居
だ
っ
た
。

モ
ネ
た
ち
が
住
ん
だ
家
（
図
２
）
に
は
現
在
、
銘
板
（
図
３
）
が
付
け
ら
れ
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
印
象
主
義
の
創
始
者
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
は
、

こ
の
家
に
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
八
一
年
ま
で
滞
在
。
彼
の
妻
カ
ミ
ー
ユ･

ド

ン
シ
ュ
ー
は
、
こ
こ
で
一
八
七
九
年
九
月
五
日
に
死
去
し
た
」。
カ
ミ
ー
ユ
夫
人

は
一
八
六
〇
年
代
中
頃
か
ら
一
八
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
多
く
の
モ
ネ
の
絵
に

吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

― 

印
象
主
義
を
定
義
す
る 

―
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描
か
れ
た
が
、
若
く
し
て
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
は
ヴ
ェ

ト
ゥ
イ
ユ
の
村
の
墓
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
（
図
４
）。

こ
の
絵
が
制
作
さ
れ
た
一
八
八
〇
年
は
、
モ
ネ
に
と
っ
て
転
機
の
年
だ
っ
た

と
い
え
る
。
妻
で
あ
り
、
女
性
人
物
の
モ
デ
ル
だ
っ
た
カ
ミ
ー
ユ
を
前
年
に
亡

く
し
た
こ
と
は
触
れ
た
が
、
こ
の
後
、
モ
ネ
と
ア
リ
ス･

オ
シ
ュ
デ
の
間
に
不

安
定
な
関
係
が
始
ま
る
（
一
八
九
一
年
に
オ
シ
ュ
デ
氏
が
死
去
、
二
人
は
正
式

に
結
婚
）。
こ
の
よ
う
な
私
生
活
に
関
わ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
彼
は
画
家
と

し
て
も
、
重
要
な
節
目
を
迎
え
て
い
た
。
モ
ネ
た
ち
は
芸
術
家
の
協
同
出
資
会

社
を
設
立
し
、
そ
の
第
一
回
展
を
一
八
七
四
年
に
開
催
し
た
（
後
に
「
第
一
回

印
象
派
展
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
展
）。
こ
う
し
て
、
若
い
画
家
た
ち
は
印
象

主
義
を
社
会
に
提
起
し
た
も
の
の
、
周
囲
の
反
応
、
特
に
彼
ら
が
期
待
し
た
作

品
の
販
売
と
新
し
い
コ
レ
ク
タ
ー
の
獲
得
は
思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
印
象
派
グ
ル
ー
プ
の
足
並
み
は
そ
ろ
わ
な
く
な
っ
て

ゆ
く
。
一
八
八
〇
年
、こ
の
年
に
は
第
五
回
の
印
象
派
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

モ
ネ
は
初
め
て
参
加
を
見
合
わ
せ
た
。
一
方
で
、
彼
は
出
品
を
控
え
て
い
た
サ

ロ
ン
展
に
復
帰
す
る
。
モ
ネ
は
当
時
、
デ
ュ
レ
宛
の
書
簡
に
、「
公
式
の
審
査
に

再
び
出
品
す
る
よ
う
に
何
度
も
勧
め
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
」2
と
記
し
て
い
る
。
彼
は
つ
づ
け
て
印
象
派
展
に
言
及
し
、「
私
た

ち
の
小
さ
な
展
覧
会
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
大
衆
か
ら
真
剣
に
扱
わ
れ
な
い

の
は
本
当
に
不
幸
な
こ
と
で
す
」3
と
、残
念
な
思
い
を
述
べ
る
。
一
八
八
〇
年
、

モ
ネ
は
初
め
て
の
個
展
も
開
催
し
て
い
る
。
彼
は
印
象
派
グ
ル
ー
プ
か
ら
距
離

を
置
き
始
め
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
三
年
後
の

一
八
八
三
年
、
さ
ら
に
セ
ー
ヌ
川
を
下
っ
た
場
所
に
あ
る
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
村
に

転
居
し
、
後
半
生
の
四
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、《
ヴ
ェ

ト
ゥ
イ
ユ
、
サ
ン=

マ
ル
タ
ン
島
か
ら
の
眺
め
》
が
制
作
さ
れ
た
一
八
八
〇
年

は
モ
ネ
に
と
っ
て
節
目
と
な
る
年
だ
が
、
作
品
に
は
一
八
七
〇
年
代
に
確
立
さ

れ
た
印
象
主
義
絵
画
の
特
徴
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
印
象
派
絵
画
の
特
徴
と

魅
力
は
、
何
よ
り
も
感
覚
の
み
ず
み
ず
し
い
表
現
に
あ
る
だ
ろ
う
。
目
に
映
じ

る
視
覚
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
木
洩
れ
日
が
肌
に
触
れ
る
感
覚
、
あ
る
い

は
草
を
揺
ら
す
風
が
体
を
通
り
す
ぎ
る
触
覚
的
な
感
覚
さ
え
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。

こ
の
絵
で
も
、
そ
う
し
た
身
体
的
な
感
覚
が
、
明
る
い
色
彩
と
細
か
な
筆
触
に

よ
っ
て
生
き
生
き
と
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
印
象
派
絵
画
を
見
る
と
、
セ
ー
ヌ
川
と
そ
の
支
流
、

つ
ま
り
川
を
伴
っ
た
風
景
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
画

家
た
ち
は
セ
ー
ヌ
川
の
近
く
に
好
ん
で
住
み
、
周
辺
の
地
を
数
多
く
描
い
た
。

こ
の
よ
う
な
パ
リ
近
郊
の
風
景
を
考
え
る
上
で
、
ピ
サ
ロ
の
《
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ

の
橋
》（
図
５
）
は
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
一
八
七
八
年
に
描
か
れ
、

翌
年
の
第
四
回
印
象
派
展
に
出
品
さ
れ
た
。
ピ
サ
ロ
は
一
八
六
六
年
に
ポ
ン
ト

ワ
ー
ズ
に
移
り
住
み
、
こ
の
地
で
約
一
四
年
間
を
過
ご
し
た
。
一
九
世
紀
中
頃
、

パ
リ
は
産
業
革
命
を
経
て
人
口
が
急
増
し
、大
規
模
な
都
市
計
画
（
パ
リ
大
改
造
）

に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
そ
し
て
首
都
を
起
点
と
す
る
鉄
道
が
普
及
し
、
近

郊
の
農
村
も
様
相
を
変
え
て
ゆ
く
。
都
市
化
と
工
業
化
が
急
速
に
進
ん
だ
の
だ
っ

た
。《
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
の
橋
》
を
見
る
と
、
画
面
左
奥
に
煙
を
吐
く
工
場
の
煙
突

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
画
面
左
手
前
、
川
沿
い
の
道
を
歩
き
、
挨
拶
を
か
わ

す
人
物
た
ち
は
、
新
し
い
都
市
住
民
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
画
面
中

ほ
ど
、
彼
ら
か
ら
離
れ
て
一
人
欄
干
に
寄
り
、
ぼ
ん
や
り
と
川
を
眺
め
て
い
る

人
物
は
、
古
く
か
ら
こ
の
土
地
に
住
む
農
家
の
婦
人
で
あ
る
。
先
の
モ
ネ
の
絵

に
描
か
れ
た
ヴ
ェ
ト
ゥ
イ
ユ
は
パ
リ
か
ら
や
や
遠
く
、
鄙
び
た
農
村
の
様
子
を
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と
ど
め
て
い
た
が
、
草
地
を
歩
く
人
物
（
オ
シ
ュ
デ
夫
人
と
彼
女
の
娘
が
モ
デ

ル
と
思
わ
れ
る
）
は
都
市
住
民
に
他
な
ら
な
い
。
印
象
派
絵
画
に
描
か
れ
た
パ

リ
近
郊
の
風
景
が
示
す
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
彼
ら
に
先
行
す
る
ミ
レ
ー
た
ち

が
描
い
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
村
（
図
６
）
と
決
定
的
に
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
ミ
レ
ー

ら
が
描
い
た
農
村
は
、
あ
く
ま
で
都
市
と
対
比
さ
れ
る
場
所
、
い
わ
ば
都
市
の

穢
れ
の
及
ば
な
い
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ピ
サ
ロ
や
モ
ネ
な
ど
印
象

派
の
画
家
た
ち
が
描
い
た
の
は
、
川
や
鉄
道
、
道
を
介
し
て
パ
リ
と
繋
が
る
土

地
だ
っ
た
と
い
え
る
。

印
象
派
の
画
家
た
ち
は
、
川
や
道
が
画
面
手
前
か
ら
奥
へ
続
く
構
図
を
よ
く

用
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
視
線
を
導
く
働
き
を
す
る
。
シ
ス
レ
ー
は

こ
う
し
た
川
や
道
の
性
格
や
構
図
上
の
役
割
を
重
視
し
た
画
家
だ
っ
た
。《
モ
レ

の
ポ
プ
ラ
並
木
》（
一
八
八
八
年　

図
７
）
で
は
、
中
景
に
川
が
や
や
斜
め
に
配

さ
れ
、
手
前
に
は
川
に
沿
っ
て
ポ
プ
ラ
並
木
が
続
い
て
い
る
。
遠
景
に
は
対
岸

の
家
々
が
望
ま
れ
、
家
々
の
屋
根
の
多
く
は
黒
褐
色
で
あ
る
も
の
の
、
画
面
中

ほ
ど
の
屋
根
が
赤
褐
色
を
見
せ
、
色
彩
上
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
。
ポ
プ
ラ
並

木
や
水
面
、
家
々
な
ど
、
い
ず
れ
の
モ
チ
ー
フ
も
画
面
左
か
ら
射
す
強
い
日
差

し
を
受
け
る
。
先
に
モ
ネ
の
作
品
に
つ
い
て
、
身
体
的
な
感
覚
を
描
き
だ
す
こ

と
の
意
義
を
指
摘
し
た
。《
モ
レ
の
ポ
プ
ラ
並
木
》
に
お
い
て
も
、
画
面
の
半
ば

以
上
を
占
め
る
ポ
プ
ラ
が
風
を
受
け
、
樹
々
の
葉
を
輝
か
せ
る
描
写
を
見
る
と
、

そ
の
よ
う
な
印
象
主
義
絵
画
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
風
景
よ
り
も
人
物
を
重
ん
じ
、
主
に
女
性
人
物
を
戸
外
の

光
の
中
に
描
い
た
。《
庭
で
犬
を
膝
に
の
せ
て
読
書
す
る
少
女
》（
図
８
）
は
、

一
八
七
四
年
、
い
わ
ゆ
る
「
第
一
回
印
象
派
展
」
が
開
催
さ
れ
た
年
に
制
作
さ

れ
た
。
寒
色
系
と
暖
色
系
の
色
彩
が
巧
み
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
せ
、
前
半
期
の
ル

ノ
ワ
ー
ル
絵
画
の
特
徴
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る 

4

。
一
方
、《
シ
ュ
ザ
ン
ヌ･

ア

ダ
ン
嬢
の
肖
像
》（
図
９
）
は
、
室
内
の
人
物
画
。
少
女
は
水
色
の
服
と
リ
ボ

ン
を
付
け
て
お
り
、
彼
女
の
瞳
の
色
も
同
系
の
色
を
示
す
。
少
女
の
右
腕
の
袖

部
分
を
見
る
と
、
青
系
統
の
パ
ス
テ
ル
と
ピ
ン
ク
の
色
彩
が
使
わ
れ
、
光
の
微

妙
な
効
果
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
し
て
長
い
髪
の
部
分
で
は
、
赤

褐
色
を
含
む
褐
色
系
の
色
彩
と
青
色
が
光
の
効
果
を
生
み
だ
す
。
ル
ノ
ワ
ー
ル

は
こ
う
し
た
少
女
の
姿
を
多
く
描
き
、
今
日
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
先
に

印
象
派
グ
ル
ー
プ
内
の
足
並
み
の
乱
れ
に
触
れ
た
が
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
が
描
い
た

少
女
像
は
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
内
の
分
裂
と
も
関
わ
る
。
一
八
七
九
年
に
第
四

回
印
象
派
展
が
開
催
さ
れ
た
折
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
初
め
て
参
加
を
見
合
わ
せ
た
。

彼
は
一
方
で
、
サ
ロ
ン
展
に
《
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
人
と
子
供
た
ち
》（
図

10
）
を
出
品
し
て
、
好
評
を
博
し
た
の
だ
っ
た
。
彼
は
画
廊
宛
の
手
紙
に
自
分

の
考
え
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
が
な
ぜ
サ
ロ
ン
展
に
出
品
す
る

の
か
、
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
パ
リ
に
は
、
サ
ロ
ン
展
に
出
品
し
て
い
な

い
画
家
を
評
価
す
る
コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
、
せ
い
ぜ
い
一
五
人
ほ
ど
し
か
い
な
い

で
し
ょ
う
。［
…
…
］
要
す
る
に
、
私
は
サ
ロ
ン
展
を
敵
視
す
る
こ
と
で
、
時

間
を
浪
費
し
た
く
な
い
の
で
す
」5
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
サ
ロ
ン
展
に
復
帰
し
て
、

新
た
な
コ
レ
ク
タ
ー
と
支
援
者
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
翌
年
の
一
八
八
〇

年
、
モ
ネ
が
印
象
派
展
に
参
加
せ
ず
に
サ
ロ
ン
展
に
出
品
し
た
の
は
、
ル
ノ
ワ
ー

ル
の
判
断
に
刺
激
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
モ
ネ
が
同
年
に
初
個

展
を
開
い
た
こ
と
を
先
に
紹
介
し
た
が
、
会
場
は
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
氏
が
経

営
す
る
出
版
社
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
は《
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
人
と
子
供
た
ち
》が
成
功
し
た
前
後
、

こ
の
家
族
の
単
独
の
肖
像
を
相
次
い
で
描
い
て
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
銀
行
経
営
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者
な
ど
の
新
し
い
支
援
者
を
獲
得
し
、
そ
の
家
族
、
特
に
娘
の
肖
像
画
を
制
作

し
た
の
だ
っ
た
。
一
八
八
七
年
作
の
《
シ
ュ
ザ
ン
ヌ･

ア
ダ
ン
嬢
の
肖
像
》
に

描
か
れ
た
少
女
も
、
父
親
イ
ポ
リ
ッ
ト･

ア
ダ
ン
氏
が
銀
行
家
で
、
彼
女
は
ア

ダ
ン
夫
妻
の
四
女
に
当
た
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
作
品
を
フ
ォ
ル
ム
の
面
か
ら

考
察
す
る
と
、
少
女
の
顔
の
部
分
の
描
写
が
や
や
硬
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
一
八
七
〇
年
代
の
終
わ
り
に
印
象
派
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
始
め
た

が
、
制
作
の
上
で
も
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
た
。
彼
の
代
表
作
《
ム
ー
ラ
ン･

ド･

ラ･

ギ
ャ
レ
ッ
ト
の
ダ
ン
ス
》
な
ど
で
は
、
光
と
人
物
の
形
態
が
融
合
し

て
い
る
の
が
見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ
ン
ス
の
賑
わ
い
や
楽
し
さ
を

生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
し
だ
い
に
不
満
を
感
じ
始

め
る
。
彼
は
イ
タ
リ
ア
に
旅
立
ち
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
を
学
ぼ
う
と
す
る
。
彼

は
こ
の
折
の
気
持
ち
を
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
人
宛
の
手
紙
に
、「
突
然
、
旅
に

出
た
く
な
り
ま
し
た
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
絵
を
見
た
い
と
い
う
情
熱
に
と
ら
え
ら

れ
た
の
で
す
」6
と
記
し
て
い
る
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
そ
の
後
、
新
古
典
主
義
の
巨

匠
ア
ン
グ
ル
の
絵
画
も
学
び
、
一
八
八
〇
年
代
に
硬
い
輪
郭
線
の
目
立
つ
作
品

を
制
作
、「
ア
ン
グ
ル
的
な
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
八
七
年
に

制
作
さ
れ
た
《
シ
ュ
ザ
ン
ヌ･

ア
ダ
ン
嬢
の
肖
像
》
に
は
、
こ
の
よ
う
な
模
索

の
経
緯
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ド
ガ
は
踊
り
子
な
ど
の
人
物
を
主
要
な
主
題
と
し
た
が
、
彼
は
当
初
か
ら
、

古
典
主
義
と
印
象
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
た
。《
踊
り
子
た
ち
、
ピ
ン
ク

と
緑
》（
図
11
）
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
オ
ペ
ラ
座
の
舞
台
脇
の
情
景
で
あ
る
。

画
面
右
の
踊
り
子
は
バ
レ
ー
の
進
行
を
注
意
深
く
窺
い
、
左
手
を
挙
げ
て
、
隣

に
立
つ
仲
間
に
舞
台
に
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
示
し
て
い
る
。
右
の
踊
り
子
の
姿

は
画
面
右
端
で
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ト
リ
ミ
ン
グ
の
構
図
に
よ
っ
て
、

華
や
か
な
舞
台
と
は
異
な
る
袖
の
場
面
、
つ
ま
り
脇
役
の
踊
り
子
た
ち
の
緊
張

に
満
ち
た
動
作
の
一
齣
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
彼
女
た
ち
の
肌
や
衣

装
に
当
た
る
人
工
照
明
の
効
果
が
、
脂
分
を
含
ん
だ
パ
ス
テ
ル
の
素
材
を
生
か

し
て
巧
み
に
描
き
だ
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
構
図
や
光
の
描
写
は
、
ド
ガ
に
お
け

る
印
象
主
義
（
い
い
か
え
れ
ば
、
印
象
派
に
お
け
る
ド
ガ
の
立
ち
位
置
）
を
要

約
す
る
と
い
え
る
。
ド
ガ
の
光
の
描
写
は
あ
く
ま
で
人
物
の
肌
や
衣
装
に
と
ど

ま
り
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
絵
の
よ
う
に
人
物
の
形
態
と
光
が
融
合
す
る
こ
と
は
な

い
。
二
人
の
踊
り
子
の
チ
ュ
チ
ュ
に
は
、
人
工
照
明
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
白
の
パ

ス
テ
ル
で
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
衣
装
の
下
に
は
明
確
な
人
体
が
感
じ
と

れ
る
の
で
あ
る
。

二
．
印
象
主
義
を
定
義
す
る

吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
印
象
派
絵
画
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
印
象

主
義
の
定
義
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
印
象
派
に
先
行

す
る
二
人
の
画
家
、
コ
ロ
ー
と
マ
ネ
に
つ
い
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る

二
点
の
作
品
を
検
討
し
よ
う
。

コ
ロ
ー
は
一
七
九
六
年
に
生
ま
れ
て
お
り
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
か
ら
は
一
世

代
以
上
年
長
と
な
る
。
と
は
い
え
、
彼
の
繊
細
な
自
然
描
写
は
若
い
画
家
た
ち

に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
た
。
ま
た
一
八
六
六
年
の
サ
ロ
ン
展
で
は
審
査
員
を
つ
と

め
、
後
の
印
象
派
画
家
た
ち
の
作
品
に
理
解
を
示
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

《
浅
瀬
を
渡
る
山
羊
の
番
人
、
イ
タ
リ
ア
の
思
い
出
》（
図
12
）
は
一
八
七
二
年
頃

の
制
作
で
、
コ
ロ
ー
最
晩
年
の
作
品
。
画
面
に
は
褐
色
を
帯
び
た
灰
色
の
薄
明
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か
り
が
広
が
り
、
手
前
に
樹
と
人
物
、
遠
景
に
は
建
物
が
見
え
る
。
樹
の
枝
先

と
葉
は
灰
色
と
褐
色
を
用
い
て
微
妙
に
調
子
を
変
え
な
が
ら
描
か
れ
、
薄
明
の

光
と
大
気
の
表
情
を
伝
え
る
。
そ
し
て
画
面
手
前
の
草
花
の
黄
色
と
人
物
の
帽

子
の
赤
が
色
彩
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。「
抒
情
的
風
景
画
」
と
呼
ば
れ

て
賞
賛
さ
れ
た
コ
ロ
ー
晩
年
の
絵
の
特
徴
を
示
す
作
品
で
あ
る
。
象
徴
主
義
の

画
家
ル
ド
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ー
作
品
の
特
質
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に

記
し
た
。「
彼
［
注
：
コ
ロ
ー
］
は
夢
想
を
表
現
す
る
た
め
に
、
薄
明
の
中
に
消

え
入
る
漠
然
と
し
た
木
の
葉
を
好
ん
で
描
く
と
き
に
も
、
そ
の
傍
ら
に
よ
く
観

察
さ
れ
た
確
か
な
部
分
を
置
く
」7
。
ル
ド
ン
は
制
作
者
の
立
場
か
ら
、
コ
ロ
ー

作
品
の
秘
密
を
的
確
に
言
い
当
て
て
い
る
。
コ
ロ
ー
は
「
夢
想
」[son rêve]

と

い
う
観
念
的
な
も
の
を
表
現
す
る
た
め
に
、
細
か
な
観
察
を
と
お
し
て
現
実
の

自
然
を
描
写
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
の
だ
。
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け

て
主
流
だ
っ
た
理
想
的
風
景
画
（「ideal landscape
」
は
「
観
念
的
風
景
画
」
と

訳
す
の
が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
で
は
、
作
品
の
美
的
価
値
は
、
作
品
を

制
作
す
る
画
家
と
作
品
を
見
る
人
々
に
共
有
さ
れ
た
古
典
古
代
の
教
養
に
基
づ

く
。
一
方
、
コ
ロ
ー
は
画
家
の
感
覚
に
こ
そ
、
制
作
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
た

の
で
あ
り
、こ
こ
に
コ
ロ
ー
の
風
景
画
が
示
す
「
近
代
性
」
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

コ
ロ
ー
晩
年
の
風
景
画
に
は
《
浅
瀬
を
渡
る
山
羊
の
番
人
、イ
タ
リ
ア
の
思
い
出
》

の
よ
う
に
、
題
名
に
「
思
い
出
」
と
い
う
言
葉
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
コ
ロ
ー
の
風
景
表
現
の
特
質
と
位
置
を
考
え
る
鍵
は
、「
思
い
出
」
と
い

う
語
に
あ
る
だ
ろ
う
。「
思
い
出
」
と
は
私
的
な
過
去
へ
の
旅
に
他
な
ら
な
い
。

古
典
古
代
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
私
と
い
う
個
に
お
け
る
秘
か
な
旅

に
い
ざ
な
う
こ
と
。
コ
ロ
ー
の
風
景
画
が
も
つ
抒
情
性
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、「
夢
想
」
を
作
り
だ
し
て
い
る
の
は
、
樹
々
の
枝
先
や
葉
の
繊
細
な

表
現
で
あ
り
、
明
確
な
形
態
を
示
す
建
築
モ
チ
ー
フ
と
そ
れ
ら
を
対
置
す
る
構

図
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
、
コ
ロ
ー
は
こ
の
繊
細
な
筆
遣
い
を
筆
触
表
現
に
展

開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
コ
ロ
ー
に
と
っ
て
筆
触
は
、
彼
が
描
こ

う
と
し
た
「
夢
想
」
の
観
念
性
、「
思
い
出
」
と
い
う
私
的
な
観
念
性
を
損
な
う

も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

マ
ネ
の
《
イ
ザ
ベ
ル･

ル
モ
ニ
エ
嬢
の
肖
像
》（
図
13
）
は
一
八
七
九
年
頃

の
作
品
で
、
描
か
れ
て
い
る
女
性
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
に
関
し
て
先
に
紹
介
し
た

シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
人
の
妹
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
も
大
き
い
優
品
で
、
マ
ネ
絵

画
の
特
質
と
魅
力
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。
画
面
中
央
に
佇
む
女
性
は
、
青
味

を
帯
び
た
明
る
い
灰
色
の
衣
装
を
ま
と
い
、
黄
褐
色
の
長
い
皮
手
袋
を
は
め
た

両
腕
を
体
の
前
で
交
差
さ
せ
る
。
視
線
を
画
面
右
方
向
に
向
け
、
や
や
緊
張
し

た
表
情
を
見
せ
る
。
背
景
は
何
も
描
か
れ
ず
、
無
地
の
褐
色
で
処
理
さ
れ
て
い

る
が
、
画
面
上
方
と
下
部
で
は
色
の
調
子
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

実
に
簡
潔
な
構
成
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
明
る
い
灰
色
の
衣
装
や
肌

の
色
な
ど
が
引
き
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
の
前
に
立
つ
と
、
私
た
ち
は
エ

レ
ガ
ン
ト
な
若
い
女
性
の
姿
を
見
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
描
き
だ
し
て
い
る
絵

の
具
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
マ
ネ
の
作
品
は

一
八
六
〇
年
代
に
非
難
を
浴
び
た
が
、
そ
の
よ
う
な
彼
の
絵
を
最
初
に
擁
護
し

た
の
は
、
文
学
者
の
ゾ
ラ
だ
っ
た
。

彼
［
注
：
マ
ネ
］
は
的
確
な
色
調
を
探
し
だ
し
、
そ
れ
ら
を
画
布
に
配
置

す
れ
ば
満
足
す
る
。
カ
ン
ヴ
ァ
ス
は
こ
う
し
て
、
堅
固
で
力
強
い
一
枚
の

絵
画
で
覆
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。8

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、「
絵
画
」
を
意
味
す
る
「peinture

」

と
い
う
語
で
あ
る
。「peinture

」
と
い
う
語
を
仏
和
辞
典
で
引
く
と
、
第
一
の 
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意
味
と
し
て
「
ペ
ン
キ
、
塗
料
、
絵
の
具
」
と
記
さ
れ
、
第
二
に
「
塗
装
、
彩
色
」、 

そ
し
て
三
番
目
に
「（
芸
術
と
し
て
の
）
絵
画
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 

9

。
ゾ
ラ
の 

文
章
中
の「une peinture

」を「
一
枚
の
絵
画
」と
訳
す
の
は
適
切
だ
が
、「peinture

」

に
「
絵
の
具
」
の
意
味
が
伴
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
マ
ネ

の
絵
で
は
、
油
絵
の
具
の
マ
チ
エ
ー
ル
（
物
質
性
）
が
再
現
的
イ
メ
ー
ジ
の
中

に
消
え
る
こ
と
は
な
い
（
私
た
ち
は
灰
色
の
衣
装
を
着
た
一
人
の
女
性
を
見
る

と
と
も
に
、
絵
の
具
と
向
き
合
う
）。
絵
画
は
、
何
か
を
再
現
し
た
世
界
と
し
て

よ
り
も
、
絵
の
具
が
作
り
だ
す
世
界
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
印
象
派
の
画
家

た
ち
が
マ
ネ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
あ
る
い
は
共
有
し
た
こ
と
は
幾
つ
か
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
、
絵
画
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
認
識
の
転
換
こ
そ
が
重
要
だ
っ
た
。

そ
し
て
《
イ
ザ
ベ
ル･

ル
モ
ニ
エ
嬢
の
肖
像
》
で
は
、
マ
ネ
が
印
象
主
義
か
ら

逆
に
影
響
を
受
け
、
衣
装
の
部
分
に
広
く
筆
触
表
現
を
用
い
て
い
る
。
左
肘
の

側
に
は
肌
色
、
画
面
下
の
部
分
に
は
、
褐
色
や
黄
色
を
ま
じ
え
て
、
光
の
効
果

を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

初
め
に
取
り
上
げ
た
モ
ネ
の
作
品
《
ヴ
ェ
ト
ゥ
イ
ユ
、
サ
ン=
マ
ル
タ
ン
島

か
ら
の
眺
め
》
に
立
ち
か
え
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、こ
の
作
品
で
は
、

視
覚
に
限
定
さ
れ
な
い
身
体
的
な
感
覚
が
、
細
か
な
筆
触
に
よ
っ
て
描
き
だ
さ

れ
て
い
る
。
筆
触
は
、
風
に
揺
れ
る
草
花
や
散
歩
す
る
人
物
を
再
現
す
る
こ
と

に
与
か
っ
て
い
る
が
、
油
絵
の
具
と
し
て
カ
ン
ヴ
ァ
ス
上
に
実
在
す
る
。
マ
ネ

の
絵
の
場
合
と
同
様
に
こ
の
作
品
で
も
、
私
た
ち
は
川
沿
い
の
風
景
を
見
る
と

と
も
に
、
無
数
の
筆
触
が
担
う
絵
の
具
の
マ
チ
エ
ー
ル
と
向
き
合
う
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
画
面
上
の
筆
触
は
、
見
る
者
に
、
画
家
の
手
の
跡
を
感
じ
さ
せ
る
。

印
象
派
絵
画
が
も
つ
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
確
認
し
た
上
で
、
印
象
主
義
の
定
義

を
考
え
よ
う
。
モ
ネ
た
ち
が
一
八
七
四
年
に
最
初
の
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
た

折
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
を
浴
び
た
。
彼
ら
を
嘲
笑
す
る
新
聞
記
事
（
同
年
四
月

二
五
日
）
か
ら
「
印
象
派
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
反
響
の
中
に
は
、
彼
ら
の
絵
画
が
提
起
し
た
も
の
を
確
実

に
見
定
め
た
批
評
も
あ
っ
た
。
四
日
後
、
カ
ス
タ
ニ
ャ
リ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

彼
ら
を
一
語
で
説
明
す
る
た
め
に
は
、
「
印
象
派
」
と
い
う
新
し
い
語
を

作
り
だ
す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
ら
が
「
印
象
派
」
で
あ
る

の
は
、
風
景
を
描
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
風
景
が
生
み
だ
す
感
覚
を
描
い

た
か
ら
で
あ
る
。10

カ
ス
タ
ニ
ャ
リ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、「
印
象
派
（
印
象
主
義
者
た
ち
）

im
pressionnistes

」
の
定
義
を
「
感
覚 sensation

」
の
表
現
に
求
め
た
の
だ
っ
た
。

印
象
派
の
特
徴
で
あ
る
筆
触
表
現
は
当
時
、
ス
ケ
ッ
チ
に
す
ぎ
な
い
と
非
難
を

浴
び
た
。
印
象
主
義
を
定
義
す
る
た
め
に
は
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ボ
イ
ム
の
研
究
が
示
唆
に
富
む
。
彼
は
ア

カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
ス
ケ
ッ
チ
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
（
ボ
イ
ム
は
印

象
派
の
筆
触
表
現
を
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
に
対
抗
す
る
前
衛
の
神
話
と
し
て
は
捉
え

な
い
）、
印
象
派
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
彼
ら
は
「
仕
上
げ

か
ら
生
成
の
局
面
へ
と
力
点
を
移
動
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
制
作
の
手

順
を
体
系
化
し
た
の
で
あ
る
」11
。
モ
ネ
た
ち
は
戸
外
に
お
け
る
風
景
ス
ケ
ッ
チ 

や
人
物
習
作
な
ど
を
積
極
的
に
制
作
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
制
作
の
経
験
を
と

お
し
て
、
彼
ら
は
筆
触
に
よ
る
表
現
が
、
感
覚
を
直
接
的
に
描
き
だ
す
こ
と
を

可
能
に
す
る
と
考
え
た
。
筆
触
は
仕
上
げ
の
不
備
で
は
な
く
、
表
現
方
法
と
し

て
体
系
化
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
モ
ネ
た
ち
は
絵
画
制
作
の
拠
り
ど
こ
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ろ
を
「
生
成
の
局
面
」
に
置
い
た
の
だ
と
い
え
る
。
彼
ら
が
描
こ
う
と
し
た
感

覚
と
は
、
身
体
的
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
画
家
は
、
絵
筆
を
携
え
た

「
描
く
身
体
」
で
も
あ
る
。
カ
ス
タ
ニ
ャ
リ
が
印
象
主
義
の
定
義
と
し
た
「
感
覚

を
描
く
」
と
は
、身
体
的
な
も
の
で
あ
る
感
覚
を
筆
触
に
よ
っ
て
描
き
だ
す
こ
と
、

い
い
か
え
れ
ば
、
画
面
上
に
と
ど
ま
り
続
け
る
絵
の
具
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
と
お

し
て
、
感
覚
を
具
体
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
印
象
主
義

は
「
感
覚
を
描
く
こ
と
」
と
定
義
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
印
象
主
義
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ま
ず
、
同
時
代
の

動
き
を
検
討
し
た
い
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
マ
ル
セ
イ
ユ
湾
、
レ
ス
タ
ッ
ク
近
郊
の

サ
ン
タ
ン
リ
村
を
望
む
》（
図
14
）
は
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
南
フ
ラ
ン
ス
で
制

作
さ
れ
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
第
一
回
の
印
象
派
展
に
参
加
し
た
が
、
し
だ
い
に
グ

ル
ー
プ
か
ら
遠
ざ
か
り
、
故
郷
の
南
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

そ
し
て
一
八
八
〇
年
代
中
頃
に
は
構
成
的
な
時
代
を
迎
え
、
セ
ザ
ン
ヌ
独
自
の

絵
画
を
確
立
す
る
。
本
作
品
は
、
彼
の
絵
画
形
成
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深

い
作
品
で
あ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
印
象
主
義
を
と
お
し
て
感
覚
を
重
視
す
る
こ
と

を
学
ん
だ
が
、
一
方
で
、
絵
画
に
は
秩
序
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
た
。
作
品
を

見
る
と
、
樹
々
の
部
分
に
動
的
な
筆
触
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
煙
突
な
ど
の

建
築
モ
チ
ー
フ
を
配
し
て
、
古
典
的
な
秩
序
を
作
ろ
う
と
し
て
お
り
、
両
者
の

拮
抗
が
力
強
い
画
面
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、

画
面
手
前
の
緑
の
筆
触
が
斜
め
方
向
に
整
え
ら
れ
、
そ
の
左
部
分
で
は
、
筆
触

が
色
面
を
形
成
す
る
の
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
ま
た
中
景
の
建
物
部
分
で
は
、
垂

直
の
面
の
左
脇
に
片
ぼ
か
し
の
色
面
を
置
い
て
、
色
彩
の
対
比
を
通
し
て
明
確

な
幾
何
学
性
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
確
立
さ
れ
る
構
成
の
時
代
の

要
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
模
索
の
重
要
な
局
面
を
示
す
と
い
え
る
。

一
八
九
五
年
に
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
画
廊
で
大
規
模
な
セ
ザ
ン
ヌ
展
が
開
催
さ
れ
、

彼
は
若
い
画
家
た
ち
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
〇
〇
年
代
に
は
、 

ベ
ル
ナ
ー
ル
が
彼
宛
の
セ
ザ
ン
ヌ
書
簡
と
発
言
を
紹
介
し
、
二
〇
世
紀
の
前
衛

絵
画
の
形
成
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
は

書
簡
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
画
家
は
デ
ッ
サ
ン
と
色
彩
に
よ
っ
て
、

自
身
の
感
覚
を
、
知
覚
を
具
体
化
し
ま
す
」12
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
こ
こ
で
「
具
体

化
す
るconcréter

」
と
い
う
語
を
使
い
、
ま
た
「
感
覚
を
実
現
す
る
」[réaliser 

sensations]

13

と
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
語
っ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
他
に
も
、「
彩
る

感
覚
」[des sensations colorantes]

14

、「
感
覚
を
組
織
す
る
」[organizer les 

sensations]

15

と
も
述
べ
、
繰
り
返
し
「
感
覚 sensation

」
と
い
う
語
を
用
い
た

の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
印
象
主
義
と
セ
ザ
ン
ヌ
と
の

違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
き
た
が
、私
た
ち
は
ま
ず
、彼
が
「
感

覚
」
を
重
視
し
て
い
る
点
に
着
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
ポ
ス
ト
印
象

派
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
印
象
主
義
の
関
係

は
容
易
に
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
。
あ
る
研
究
者
は
セ
ザ
ン
ヌ
と
モ
ネ
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
ら
は
と
も
に
感
覚
を
基
礎
と
す
る
絵
画
の
創

始
者
で
あ
り
、
物
理
的
よ
り
も
精
神
的
な
意
味
に
お
い
て
、
窮
極
的
に
は
印
象

主
義
者
と
い
う
名
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
芸
術
家
で
あ
る
」16
。
先
に
印
象
主
義
の

定
義
に
つ
い
て
、
絵
の
具
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
と
お
し
て
、
感
覚
を
具
体
化
す
る

こ
と
だ
と
指
摘
し
た
。「
感
覚
を
具
体
化
す
る
」「
感
覚
を
実
現
す
る
」
と
い
う

セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
に
は
、
こ
の
よ
う
な
マ
チ
エ
ー
ル
の
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ァ
ン･

ゴ
ッ
ホ
は
一
八
八
六
年
早
春
に
パ
リ
に
来
た
が
、
こ
の
年
に
は
最
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後
の
印
象
派
展
と
な
る
第
八
回
展
が
開
か
れ
、
ス
ー
ラ
た
ち
、
新
印
象
主
義
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
若
い
画
家
た
ち
が
初
め
て
参
加
し
た
。
フ
ァ
ン･

ゴ
ッ

ホ
は
新
印
象
主
義
の
分
割
理
論
（
点
描
）
に
着
目
、
さ
ら
に
印
象
派
絵
画
な
ど

を
吸
収
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
色
彩
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。《
静
物
、
白
い
花
瓶

の
バ
ラ
》（
図
15
）
は
パ
リ
時
代
の
比
較
的
早
い
時
期
に
制
作
さ
れ
て
お
り
、
色

彩
表
現
に
対
す
る
模
索
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
修
復
家
の
森
直

義
氏
が
作
品
の
マ
テ
リ
ア
ル
を
細
か
く
調
査
さ
れ
て
い
る
。
森
氏
も
注
目
し
て

い
る
の
が
、
画
面
手
前
の
机
に
使
わ
れ
た
ヴ
ァ
ー
ミ
リ
オ
ン
で
、
筆
触
を
交
差

さ
せ
る
よ
う
に
彩
色
し
て
い
る
の
が
分
か
る
（
同
じ
色
彩
は
画
面
上
方
の
バ
ラ

の
蕾
に
も
見
ら
れ
る
）。
森
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
フ
ァ
ン･

ゴ
ッ
ホ
の
探

求
が
、
絵
の
具
の
混
色
と
筆
触
の
効
果
、
そ
し
て
色
彩
の
対
比
と
そ
の
反
映
の

効
果
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
で
き
る
」17
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
こ
の

部
分
に
は
、
同
じ
ヴ
ァ
ー
ミ
リ
オ
ン
で
「
Ｖ
」
の
字
と
斜
め
の
線
が
描
か
れ
て

い
る
の
が
認
め
ら
れ
る（
図
16
）。
こ
れ
は
画
家
の
サ
イ
ン
な
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ

ン･

ゴ
ッ
ホ
の
作
品
で
サ
イ
ン
が
入
っ
た
も
の
は
少
な
く
、
逆
に
サ
イ
ン
の
あ

る
も
の
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
。
代
表
的
な
も
の
に
、
パ
リ
時
代
最

後
の
自
画
像
（
図
17
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
絵
筆
と
パ
レ
ッ
ト
を
手
に
イ
ー

ゼ
ル
に
向
か
い
合
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
制
作
す
る
画
家
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て

「V
incent

」
と
い
う
サ
イ
ン
は
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
木
枠
に
記
さ
れ
、
署
名
の
下
に

は
強
調
す
る
線
が
引
か
れ
て
い
る
。《
静
物
、
白
い
花
瓶
の
バ
ラ
》
に
記
さ
れ
た

「
Ｖ
」
の
文
字
は
サ
イ
ン
と
す
る
と
珍
し
い
も
の
だ
が
、
周
囲
が
垂
直
・
水
平
方

向
に
交
差
す
る
筆
の
動
き
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
署
名
と
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
彼
は
色
彩
と
筆
触
の
模
索
に
、
画
家
と

し
て
の
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
章
の
最
後
に
、
モ
ネ
の
興
味
深
い
作
品
を
二
点
取
り
上
げ
、
印
象
主
義

と
新
印
象
主
義
の
関
係
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。
第
八
回
印
象
派
展
に
出
品
し

た
ス
ー
ラ
や
シ
ニ
ャ
ッ
ク
た
ち
は
、
筆
触
を
「
点
描
」
と
い
う
規
格
化
さ
れ
た

単
位
に
統
一
し
、
印
象
主
義
が
提
起
し
た
変
革
を
体
系
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な

新
印
象
主
義
の
考
え
方
は
、
フ
ァ
ン･

ゴ
ッ
ホ
の
場
合
の
よ
う
に
多
く
の
画
家

を
引
き
付
け
た
。
さ
ら
に
一
八
九
九
年
に
シ
ニ
ャ
ッ
ク
が
『
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ･

ド

ラ
ク
ロ
ワ
か
ら
新
印
象
主
義
ま
で
』
を
刊
行
、
彼
ら
の
理
論
と
意
義
を
文
章
で

示
す
。
こ
の
著
書
は
二
〇
世
紀
絵
画
の
担
い
手
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

色
彩
表
現
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
著
書

の
中
で
、
印
象
派
の
筆
触
を
「
筆
先
で
素
早
く
お
い
た
多
彩
で
毛
玉
の
よ
う
に

も
つ
れ
あ
う
細
か
な
筆
触
」
と
記
し
、「
こ
れ
は
、
突
然
で
消
え
や
す
い
感
覚
に

関
す
る
美
学
に
適
し
た
、
気
の
き
い
た
方
法
だ
っ
た
」
と
批
判
し
た 

18

。
そ
し

て
新
印
象
主
義
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

後
者
［
注
：
新
印
象
主
義
者
］
は
筆
触
の
形
を
重
視
し
な
い
。
と
い
う
の

も
、
筆
触
に
肉
付
け
や
感
情
表
現
や
対
象
の
形
を
模
倣
す
る
役
割
を
課
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
筆
触
は
、
そ
れ
ら

が
集
ま
っ
て
絵
画
を
構
成
す
る
無
数
の
彩
ら
れ
た
単
位
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
単
位
は
ま
さ
に
交
響
曲
の
中
の
ひ
と
つ
の
音
符
に
等
し
い
。19

こ
う
し
て
、
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
彼
ら
が
掲
げ
た
分
割
主
義
の
意
義
を
要
約
す
る
。

こ
の
単
純
で
正
確
な
表
現
方
法
、
す
な
わ
ち
「
分
割
さ
れ
た
筆
触
」[la 

touche divisée]

は
、
そ
れ
を
用
い
る
画
家
た
ち
の
明
晰
で
体
系
的
な
美
学

と
無
関
係
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。20

シ
ニ
ャ
ッ
ク
た
ち
は
、
印
象
派
の
筆
触
を
恣
意
的
だ
と
し
て
斥
け
た 

21

。 

し
か
し
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
筆
触
（
タ
ッ
チ
）
は
、
絵
を
見
る
私
た
ち
に
、
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画
家
の
手
の
跡
と
い
う
身
体
的
な
も
の
を
示
唆
す
る
。「
筆
触 touche

」
が
「
触

れ
る toucher

」
と
い
う
動
詞
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
筆
触
は
本
来
、
身
体
的
な

も
の
に
他
な
ら
な
い
。
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
新
印
象
主
義
の
「
分
割
さ
れ
た
筆
触
」

（
点
描
）
に
つ
い
て
、「
絵
画
を
構
成
す
る
無
数
の
彩
ら
れ
た
単
位[un des infinis 

élém
ents colorés dont l'ensem

ble com
posera le tableau]

」
と
記
す
。
そ
し
て

「
ま
さ
に
交
響
曲
の
中
の
ひ
と
つ
の
音
符[une note dans une sym

phonie]

に
等

し
い
」
と
音
楽
に
喩
え
た
。
彼
が
点
描
を
音
符
に
な
ぞ
ら
え
た
こ
と
は
、
色
彩

の
自
律
性
を
強
調
す
る
の
に
有
効
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
理
論

化
の
中
で
、
画
家
の
身
体
性
と
筆
触
の
マ
チ
エ
ー
ル
（
物
質
性
）
が
見
失
わ
れ

た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。22

モ
ネ
の
《
サ
ン=

ジ
ェ
ル
マ
ン
の
森
の
中
で
》（
図
18
）
は
、
彼
が
ジ
ヴ
ェ

ル
ニ
ー
に
転
居
す
る
前
年
、
一
八
八
二
年
に
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
絵
を
見
る
と
、

印
象
派
が
提
起
し
た
変
革
、
そ
の
色
彩
の
豊
か
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ

る
。
こ
の
色
彩
の
豊
か
さ
を
形
成
す
る
筆
触
（
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
「
多
彩
で
毛
玉

の
よ
う
に
も
つ
れ
あ
う
細
か
な
筆
触
」
と
批
判
）
は
、
森
の
大
気
や
光
に
包
ま

れ
た
モ
ネ
の
身
体
か
ら
生
ま
れ
る
。
先
に
紹
介
し
た
ボ
イ
ム
は
、
筆
触
表
現
と

独
創
性
の
関
係
も
考
察
し
て
い
る
。
彼
は
、
独
創
性
が
従
来
の
「
卓
越
性
の
指

標the m
ark of distinction

」
で
は
な
く
、「
自
分
で
あ
る
こ
と
の
指
標the m

ark 

of identity

」と
な
っ
た
と
述
べ
る 

23

。
ボ
イ
ム
が
指
摘
す
る「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（
自
分
で
あ
る
こ
と
）」
は
、
画
家
に
関
わ
る
二
つ
の
身
体
―
―
感
覚
す
る
身
体

と
描
く
身
体
の
自
己
同
一
性
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
筆
触
」
と
い
う
画
面

上
に
実
在
す
る
絵
の
具
の
マ
チ
エ
ー
ル
こ
そ
が
、
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

「
指
標m

ark

」
と
な
る
。「
絵
画 painting

」（
む
し
ろ
「
描
く
こ
とpaint-ing

」）

は
、
こ
こ
に
生
成
す
る
。
私
た
ち
は
《
サ
ン=

ジ
ェ
ル
マ
ン
の
森
の
中
で
》
で
、

画
面
上
に
具
体
化
さ
れ
た
画
家
の
感
覚
を
見
て
い
る
と
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

取
り
上
げ
る
も
う
一
点
の
モ
ネ
作
品
は
、《
日
傘
を
さ
す
婦
人
》（
図
19
）
と

い
う
素
描
で
あ
る
（
カ
タ
ロ
グ･

レ
ゾ
ネ
に
は
「D

446

」
の
番
号
で
収
録
）24
。

モ
ネ
は
一
八
六
〇
―
七
〇
年
代
に
戸
外
人
物
を
好
ん
で
描
い
た
が
、
モ
デ
ル
を
つ

と
め
た
カ
ミ
ー
ユ
が
死
去
し
た
こ
と
も
あ
り
、
し
だ
い
に
制
作
し
な
く
な
っ
た
。 

た
だ
、
一
八
八
〇
年
代
中
頃
に
な
る
と
、
ア
リ
ス･

オ
シ
ュ
デ
の
子
供
た
ち

が
成
長
す
る
の
に
伴
い
、
再
び
こ
の
主
題
を
手
が
け
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、 

二
点
の
《
日
傘
の
女
性
》（
図
20
）
は
縦
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
画
面
に
、
立
ち

姿
の
女
性
を
大
き
く
描
い
た
も
の
で
、
代
表
的
な
作
例
と
な
っ
て
い
る
。
モ
ネ

は
当
時
の
書
簡
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
新
し
い
試
み
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
が
理
解
す
る
よ
う
に
戸
外
の
人
物
を
描
く
こ
と
、
つ
ま
り
、
人
物

を
風
景
の
よ
う
に
描
く
こ
と
で
す
」25
。
二
点
の
作
品
は
対
を
な
し
、「
右
向
き
」

に
比
べ
、「
左
向
き
」
で
は
太
陽
が
や
や
傾
き
始
め
て
い
る
の
が
分
か
る
。
異
な

る
光
の
効
果
は
女
性
の
白
い
衣
装
を
、
前
者
で
は
ピ
ン
ク
色
に
後
者
で
は
赤
褐
色

に
染
め
、
モ
ネ
の
い
う
「
人
物
を
風
景
の
よ
う
に
描
く
こ
と
」
に
成
功
し
て
い
る

と
い
え
る
。
二
点
の
《
日
傘
の
女
性
》
が
制
作
さ
れ
た
一
八
八
六
年
に
は
、
第

八
回
の
印
象
派
展
に
シ
ニ
ャ
ッ
ク
た
ち
が
出
品
、
特
に
ス
ー
ラ
の
大
作
《
グ
ラ

ン
ド･

ジ
ャ
ッ
ト
島
の
日
曜
の
午
後
》（
図
21
）
が
注
目
さ
れ
た
（
モ
ネ
は
不
参

加
）。
ス
ー
ラ
の
大
作
で
は
画
面
手
前
に
日
傘
を
さ
す
女
性
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
点
に
着
目
し
て
、
モ
ネ
が
《
日
傘
の
女
性
》
を
制
作
し
た
動
機
を
新
印
象
主

義
に
対
す
る
自
ら
の
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
に
求
め
る
研
究
も
認
め
ら
れ
る 

26

。

モ
ネ
の
制
作
動
機
を
そ
こ
に
だ
け
結
び
つ
け
る
こ
と
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、《
日
傘
の
女
性
》
が
モ
ネ
に
と
っ
て
の
「
新
し
い
試
み
」、
つ
ま
り
意

欲
作
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
日
傘
を
さ
す
婦
人
》
は
、
二
点
の
う
ち
「
左
向

き
」
の
素
描
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
素
描
は
油
彩
に
先
立
っ
て
準
備
の
た
め
に

制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
油
彩
画
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
。
二
点
の 

《
日
傘
の
女
性
》
は
一
八
九
一
年
五
月
に
開
か
れ
た
個
展
で
初
め
て
展
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
個
展
で
は
一
八
九
〇
―
九
一
年
に
描
か
れ
た
《
積
み
わ
ら
》
連
作

一
五
点
が
発
表
さ
れ
、
モ
ネ
の
後
半
期
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
だ
っ
た
。
重
要
な

個
展
の
開
催
に
先
行
し
て
、『
二
つ
の
世
界
の
芸
術
』
に
モ
ネ
特
集
が
組
ま
れ
、

素
描
は
モ
ネ
特
集
に
掲
載
す
る
挿
図
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
だ
っ
た
（
図
22
）。

テ
キ
ス
ト
を
執
筆
し
た
ミ
ル
ボ
ー
は
、
こ
の
素
描
に
つ
い
て
、「
あ
な
た
が
と
て

も
美
し
い
素
描
を
送
っ
て
き
た
、
と
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
が
言
っ
て
い
た
」 27
と
モ
ネ
宛

書
簡
に
記
し
て
い
る
。
挿
図
が
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
中
で
も
、
未
発
表
の
《
日

傘
の
女
性
》
と
《
積
み
わ
ら
》
連
作
は
当
然
、
重
視
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
（《
積

み
わ
ら
》
の
素
描
は
や
は
り
油
彩
画
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
、
現
在
、
国
立
西

洋
美
術
館
所
蔵
）。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
は
制
作
時
期
も
主
題
も
異
な
る
。
モ
ネ
が

な
ぜ
二
点
の
《
日
傘
の
女
性
》
を
一
八
九
一
年
の
個
展
に
展
示
し
た
の
か
は
、

画
廊
側
の
意
向
を
含
め
、
多
角
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 
28

。
た
だ
、
挿

図
の
た
め
の
素
描
を
制
作
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
モ
ネ
は
《
日
傘
の
女
性
》

を
重
視
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、一
五
点
の
《
積
み
わ
ら
》
連
作
な
ど
、

横
長
の
作
品
が
並
ぶ
展
示
構
成
の
中
で
、
縦
長
の
二
作
品
は
目
を
惹
く
も
の
だ
っ

た
。
モ
ネ
は
個
展
会
場
で
、「
風
景
は
、
絶
え
ず
変
貌
す
る
周
囲
の
も
の
や
大

気
、
光
に
よ
っ
て
息
づ
く
」29
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
自
ら
が
得
た
印
象
が
真
実
の
も
の
で
あ
る
か
を
問
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」30
。
制
作
時
期
の
異
な
る
《
日
傘
の
女
性
》
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

モ
ネ
は
前
半
期
か
ら
後
半
期
へ
と
一
貫
す
る
制
作
態
度
、
す
な
わ
ち
「
印
象

im
pression

」
を
追
究
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

三
．
二
〇
世
紀
絵
画
へ
の
影
響

つ
ぎ
に
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
〇
世
紀
絵
画
を
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
の
《
大
き
な
花
瓶
の
花
》（
図
23
）
を
取
り
上
げ
た
い
。

一
九
〇
五
年
の
秋
の
展
覧
会
で
、
マ
テ
ィ
ス
や
ヴ
ラ
マ
ン
ク
た
ち
は
大
胆
な
色

彩
ゆ
え
に
「
レ･

フ
ォ
ー
ヴ
」（「
野
獣
た
ち
」）
と
評
さ
れ
た
。《
大
き
な
花
瓶

の
花
》
は
彼
ら
が
注
目
さ
れ
た
一
九
〇
〇
年
代
中
頃
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、

個
々
の
画
家
に
と
っ
て
色
彩
表
現
を
模
索
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
縦
長
の
画

面
一
杯
に
、
ヴ
ァ
ー
ミ
リ
オ
ン
か
ら
赤
に
至
る
色
彩
と
青
や
緑
の
色
が
、
力
強

い
対
比
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
ヴ
ラ
マ
ン
ク
と
マ
テ
ィ
ス
は
一
九
〇
一
年
に
出

会
っ
て
お
り
、
マ
テ
ィ
ス
は
そ
の
折
に
ヴ
ラ
マ
ン
ク
が
語
っ
た
つ
ぎ
の
よ
う
な

言
葉
を
伝
え
て
い
る
。「
純
粋
な
コ
バ
ル
ト
、
純
粋
な
ヴ
ァ
ー
ミ
リ
オ
ン
、
純
粋

な
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ･

グ
リ
ー
ン
で
描
く
べ
き
だ
」31
。
先
に
シ
ニ
ャ
ッ
ク
の
著
書

『
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ･

ド
ラ
ク
ロ
ワ
か
ら
新
印
象
主
義
ま
で
』
が
二
〇
世
紀
絵
画
の
担

い
手
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
の
発
言
に
も
、

新
印
象
主
義
の
色
彩
理
論
か
ら
学
ん
だ
も
の
が
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。《
大
き
な
花

瓶
の
花
》
で
は
、
太
い
筆
触
で
彩
色
さ
れ
た
大
ま
か
な
色
の
塊
が
鮮
や
か
な
対

比
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
色
面
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
黒
に
近
い
色
が
色
面
を
縁
取
る
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
ヴ
ラ
マ
ン
ク
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
形
が

明
瞭
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
色
彩
の
喚
起
力
が
増
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。 
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こ
の
よ
う
に
色
面
を
黒
く
縁
取
る
手
法
は
、
彼
が
求
め
た
純
粋
な
色
彩
（「
純

粋
な
コ
バ
ル
ト
、
純
粋
な
ヴ
ァ
ー
ミ
リ
オ
ン
…
…
」）
に
強
い
喚
起
力
を
与
え

る
試
み
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
テ
ィ
ス
が
ヴ
ラ
マ
ン
ク
か
ら
語
り
か
け
ら

れ
た
の
は
、
一
九
〇
一
年
に
パ
リ
の
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
フ
ァ
ン･

ゴ
ッ
ホ
展

の
会
場
だ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
め
に
相
次
い
で
回
顧
展
が
開
か
れ
、
彼
の
絵
画

は
急
速
に
注
目
さ
れ
る
。
ヴ
ラ
マ
ン
ク
も
後
に
、「
フ
ァ
ン･

ゴ
ッ
ホ
が
成
し

遂
げ
た
こ
と
は
、
私
に
は
決
定
的
な
も
の
で
、
人
と
作
品
に
限
り
な
い
感
嘆
を

覚
え
た
」32
と
記
す
こ
と
に
な
る
。

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
〇
世
紀
絵
画
で
は
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
作
品
が
最
も
充

実
し
て
い
る
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
一
九
一
一
年
に
ロ
シ
ア
か
ら
パ
リ
に
出
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
前
衛
美
術
を
吸
収
し
、
急
速
に
自
己
の
絵
画
を
確
立
す
る
。《
パ
イ

プ
を
持
つ
男
》（
図
24
）
は
、
服
の
襟
の
部
分
に
、
鮮
や
か
な
赤
が
平
坦
な
色

面
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
を
惹
く
。
さ
ら
に
、
対
象
を
異
な
る
視

点
か
ら
捉
え
て
画
面
上
に
再
構
成
す
る
手
法
が
部
分
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

キ
ュ
ビ
ス
ム
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
一
〇
年
頃
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る

が
、
パ
リ
到
着
後
、
間
も
な
い
時
期
の
制
作
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ

る
。《
逆
さ
世
界
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
》（
図
25
）
は
一
九
二
九
年
に
描
か
れ

た
。
ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
に
よ
る
キ
ュ
ビ
ス
ム
は
、
対
象
を
複
数
の
視
点
か
ら

捉
え
て
再
構
成
す
る
手
法
を
進
展
さ
せ
、
従
来
の
絵
画
を
支
え
て
き
た
透
視
図

法
的
な
空
間
を
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
探

求
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
人
物
な
ど
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
が
重
力
か
ら
解
放
さ
れ

た
よ
う
に
自
由
に
浮
遊
す
る
、
彼
独
自
の
絵
画
空
間
を
生
み
だ
し
た
と
い
え
る
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
背
後
に
あ
る
建
物
や
、
画
面
左
上
の
花
の
入
っ
た
花
瓶

は
、上
下
逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、私
た
ち
が
見
慣
れ
た
現
実
世
界
や
、 

そ
れ
に
伴
う
規
制
か
ら
解
き
放
た
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ガ
ー
ル

の
出
自
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受
け
な
が
ら
、
苦
難
の
歴

史
を
た
ど
っ
て
き
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
の
壁
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
地
上

に
は
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
壁
、
目
に
見
え
な
い
壁
を
含
め
、
多
く
の
障
壁

が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
だ
が
、
も
し
体
が
浮
き
上
が
れ
ば
、
壁
は
た
や
す
く
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
足
に
は
、
小
鳥
が
止
ま
っ

て
い
る
。
小
鳥
は
た
と
え
小
さ
な
翼
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
広
げ
て
、
苦
も
無

く
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
男
性
人
物
が
弾
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。

東
欧
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
は
、
生
活
の
中
に
常
に
音
楽
（「
ク
レ
ズ
マ
ー
音
楽
」
と
呼

ば
れ
る
）
が
あ
っ
た
。
特
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
要
と
な
る
楽
器
で
、
三
本
の
弦

を
張
っ
た
特
殊
な
形
の
「
フ
ィ
ド
ル
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
本
作

で
は
弦
の
本
数
を
特
定
し
が
た
い
）。
人
物
の
足
に
止
ま
っ
た
小
鳥
は
壁
を
飛
び

越
え
る
と
述
べ
た
が
、
音
楽
も
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

音
色
も
ま
た
、
壁
を
越
え
て
広
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、《
逆
さ
世
界

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
》
の
造
形
的
な
魅
力
は
、
赤
の
色
彩
の
豊
か
な
広
が
り

で
あ
り
、
そ
の
広
が
り
は
、
壁
を
越
え
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
と
重
な
り
合
う

の
で
あ
る
。

シ
ャ
ガ
ー
ル
が
パ
リ
に
出
た
一
九
一
一
年
、
ロ
シ
ア
人
の
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー

は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
『
青
騎
士
』
を
創
刊
す
る
と
と
も
に
、
著
書
『
芸
術
に
お
け

る
精
神
的
な
も
の
』
を
著
し
て
い
る
。《
緑
色
の
結
合
》（
図
26
）
は
後
期
の
幾

何
学
的
な
形
態
か
ら
な
る
作
品
だ
が
、
彼
は
一
九
一
〇
年
代
に
抽
象
絵
画
を
生

み
だ
し
た
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
自
身
が
『
回
想
』
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

彼
が
抽
象
絵
画
を
見
出
す
契
機
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
モ
ネ
の
《
積
み
わ
ら
》
が

挙
げ
ら
れ
る
。
彼
が
《
積
み
わ
ら
》
を
見
た
の
は
一
八
九
六
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
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開
か
れ
た
展
覧
会
、
作
品
は
、
現
在
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
《
光
の
中
の
積
み
わ
ら
》（
図
27
）
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
は
、
そ
の
折
に
抱
い
た
思
い
を
こ
う
記
し
て
い
る
。「
作
品
が
積
み
わ
ら
を

描
い
た
も
の
だ
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
だ
っ
た
。［
…
…
］ 

私
が
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
色
彩
の
力
が
啓
示
さ
れ
た
の
だ
」 33
。《
積
み
わ

ら
》
連
作
の
中
で
も
、《
光
の
中
の
積
み
わ
ら
》
は
特
異
な
構
図
で
、
積
み
わ
ら

の
上
部
が
画
面
に
お
さ
ま
ら
ず
、
光
を
浴
び
る
積
み
わ
ら
が
画
面
一
杯
に
描
き
だ

さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
最
初
、
何
を
描
い
た
絵
か
分
か
ら
な
か
っ

た
と
い
う
の
も
肯
け
る
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
色
彩
が
対
象
を
再
現
す
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
表
現
力
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
だ
っ
た
。
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
著
書
の
中
で
、抽
象
絵
画
に
至
る
過
程
を
三
つ
の
段
階
、「
印

象
」「
即
興
」「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
の
三
段
階
に
分
け
て
い
る 

34

。
こ
の
う
ち 

「
印
象
」
に
つ
い
て
、
彼
は
「
外
的
な
自
然
が
も
た
ら
す
直
接
的
印
象
に
基
づ
く
」35

と
説
明
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
こ
の
語
を
用
い
る
際
に
印
象
主
義
を
意
識
し

て
い
た
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
「
印
象
」
と
い
う
語
の
成
り
立
ち
が
「im

-pression

」、

つ
ま
り
「
内
へ
押
し
付
け
る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
う
し
た
印
象
が
、光
や
色
彩
で
あ
れ
、あ
る
い
は
ピ
ア
ノ
の
音
で
あ
れ
、

「
感
覚
」
と
い
う
身
体
的
な
も
の
に
対
す
る
刻
印
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

抽
象
絵
画
も
、
そ
の
よ
う
な
「
直
接
的
印
象
」
か
ら
生
成
す
る
も
の
に
他
な
ら

な
い
。

四
．
結
び
に
か
え
て

最
後
に
、
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》（
図
28
）
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。

吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の《
睡
蓮
》は
一
九
〇
六
年
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、

《
睡
蓮
》
の
第
二
連
作
の
一
点
。
青
み
が
か
っ
た
水
面
の
描
写
が
美
し
い
優
品
だ

と
い
え
る
。
モ
ネ
は
、ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
敷
地
に
造
成
し
た
水
の
庭
（
睡
蓮
の
池
）

を
主
題
に
、
一
八
九
九
―
一
九
〇
〇
年
に
《
睡
蓮
》
の
第
一
連
作
を
制
作
。
そ

の
後
、
池
を
広
げ
る
工
事
を
行
な
い
、
一
九
〇
三
年
頃
か
ら
《
睡
蓮
》
の
第
二

連
作
を
描
き
始
め
た
。
こ
の
第
二
連
作
で
は
、
池
に
架
か
る
太
鼓
橋
な
ど
は
描

か
れ
ず
、
睡
蓮
の
咲
く
水
面
だ
け
が
画
面
を
覆
う
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
絵

の
主
題
は
、
第
一
連
作
に
描
か
れ
た
睡
蓮
の
池
か
ら
、
睡
蓮
の
浮
か
ぶ
水
面
に

移
行
す
る
。
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
《
睡
蓮
》
は
、
正
方
形
に
近
い
画
面

手
前
か
ら
、
睡
蓮
の
花
が
ロ
ー
ズ
色
、
白
、
黄
色
と
、
色
を
変
え
な
が
ら
奥
へ

と
続
く
。
一
方
、
画
面
中
央
は
大
き
く
空
け
ら
れ
て
い
る
。
西
洋
絵
画
の
構
図

で
は
画
面
の
中
央
を
空
け
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
く
（
モ
ネ
が
関
心
を
寄
せ
た

日
本
美
術
か
ら
得
た
示
唆
も
窺
わ
れ
る
）、
そ
こ
に
は
水
面
に
映
る
空
や
雲
、
柳

の
影
が
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
こ
の
水
面
の
反
映
が
、《
睡
蓮
》
連
作

の
新
た
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
。
モ
ネ
は
一
九
〇
八
年
の
書
簡
に
こ
う
記
し
て
い

る
。「
水
と
反
映
の
風
景[ces paysages d'eau et de reflets]

に
と
り
つ
か
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
年
老
い
た
私
の
手
に
は
負
え
な
い
も
の
で
す
が
、
感
じ
て
い
る

も
の
を
何
と
か
描
き
だ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」 36
。
つ
ま
り
、
一
九
〇
六
年

に
描
か
れ
た
本
作
は
、第
二
連
作
の
主
題
が
、睡
蓮
の
咲
く
水
面
の
広
が
り
か
ら
、

水
に
映
る
影
へ
と
移
行
す
る
節
目
と
な
る
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
モ
ネ
は

一
九
〇
九
年
に
開
催
し
た
個
展
「《
睡
蓮
》、
水
の
風
景
連
作
展
」
で
、
第
二
連
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作
四
八
点
を
発
表
す
る
。
こ
の
展
示
は
、
連
作
の
形
式
を
変
え
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
連
作
は
、
積
み
わ
ら
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
作
品
ご
と
に
反
復
さ
れ

て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
水
が
形
を
も
た
な
い
ゆ
え
に
、
画
面
に
描
か
れ

た
水
面
の
広
が
り
が
つ
ぎ
の
作
品
へ
と
繋
が
る
。
個
展
の
名
称「
水
の
風
景
連
作
」

が
示
す
よ
う
に
、
連
作
全
体
で
、
ひ
と
続
き
の
水
の
風
景
が
作
り
だ
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
睡
蓮
の
大
作
で
一
室
を
装
飾
す
る
と

い
う
構
想
を
生
む
。

モ
ネ
が
抱
い
た
構
想
を
国
家
に
寄
贈
す
る
計
画
に
発
展
さ
せ
た
の
は
、
彼
と

親
し
か
っ
た
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
だ
っ
た
。
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
は
著
書
『
ク
ロ
ー
ド･

モ
ネ　
《
睡
蓮
》』
で
、
晩
年
の
モ
ネ
が
語
っ
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
を
紹
介
し

て
い
る
。

私
の
努
力
は
、
未
知
の
実
在
と
微
か
に
呼
応
す
る
現
象
の
極
限
に
向
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
［
…
…
］
私
が
し
て
き
た
の
は
、
た
だ
私
の
前
に
示
さ
れ

る
万
象
を
見
つ
め
る
こ
と
、
絵
筆
を
手
に
し
て
、
万
象
に
立
ち
会
う
こ
と

だ
け
で
す 

37

。

本
稿
で
は
、
印
象
主
義
の
定
義
を
「
感
覚
の
表
現
」
に
求
め
た
。
身
体
的
な
感

覚
に
基
づ
き
、筆
触
を
通
し
て
感
覚
を
画
面
上
に
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
る
、と
。

お
そ
ら
く
モ
ネ
は
長
い
生
涯
を
と
お
し
て
、
感
覚
を
描
く
と
い
う
姿
勢
を
貫
い

た
画
家
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
私
た
ち
は《
睡
蓮
》の
作
品
を
見
て
い
る
と
、

感
覚
が
、
画
家
の
内
な
る
世
界
と
目
の
前
に
広
が
る
世
界
、
す
な
わ
ち
内
界
と

外
界
、
二
つ
の
世
界
の
接
点
に
他
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注1 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
（
題
名
、
制
作
年
、
素
材
、
サ
イ
ズ
等
）
は
、
吉
野
石
膏
美
術
振

興
財
団
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
基
本
的
に
基
づ

く
。

2 

一
八
八
〇
年
三
月
八
日
付
、
デ
ュ
レ
宛
書
簡
。
本
稿
で
扱
う
モ
ネ
書
簡
は

つ
ぎ
の
カ
タ
ロ
グ･

レ
ゾ
ネ
に
基
づ
く
。
ま
た
モ
ネ
作
品
に
関
し
て
は
、
挿

図
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
同
書
記
載
の
作
品
番
号
を
記
す
。

 
D

aniel W
ildenstein, C

laude M
onet: Biographie et catarogue raisonné, 

I(1840‐1881), II(1882‐1887), III(1888‐1898), IV
(1899‐1926), 

V
(Supplém

ent), L
ausanne and Paris,1974,1879,1979,1885,1991. I, 

p.173.

3 
Ibid., p.173.

4 

こ
の
絵
で
は
題
名
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
女
が
膝
に
仔
犬
を
載

せ
る
。
印
象
派
の
絵
画
に
は
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
と
と
も
に
少
女
を

描
い
た
作
例
が
多
い
。
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
、
カ
サ
ッ
ト
の

《
マ
リ
ー=

ル
イ
ー
ズ･

デ
ュ
ラ
ン=

リ
ュ
エ
ル
の
肖
像
》
（
一
九
一
一
年
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
に
は
家
族
の
私
的
な
生
活
が
重
視
さ
れ
、

ペ
ッ
ト
を
飼
育
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
少
女
と
ペ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ

を
と
お
し
て
、
少
女
の
あ
ど
け
な
さ
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
彼
女
た

ち
が
家
族
の
愛
情
に
よ
っ
て
庇
護
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ

て
い
る
。

5 

一
八
八
一
年
四
月
一
八
日
付
、
デ
ュ
ラ
ン=

リ
ュ
エ
ル
宛
書
簡
。A

uguste 

R
enoir, Écrits,entrtiens et lettres sur l’art, ed., A

ugustin de B
utler, 
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Paris,2002,p.113.

6 

一
八
八
一
年
秋
、
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
人
宛
書
簡
。Ibid., p.116.

7 
O

dilon R
edon, C

ritiques d’art, ed., R
obert C

oustet, Paris 1987,p.46.
8 

Ém
ile Zola, M

on Salon(1866), Écrits sur l'art, ed.,Jean-pierre Leduc-

A
dine, Paris,  1991, p.117.

［
邦
訳　

『
美
術
論
集
』　

三
浦
篤
・
藤
原
貞

朗
訳　

藤
原
書
店　

二
〇
一
〇
年
］

9 

大
槻
鉄
男
（
他
）
編　

『
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
書
』　

三
省
堂　

一
九
八
一

年　

九
五
八
頁
。

10 
Jule C

astagnary,“L
'exposition du boulevard des C

apucines: L
es 

im
pressionnistes”,

 
Le Siècle, exh.cat.,C

entenaire de l'Im
pressionnism

e, Paris,1974, p.265.

11 
A

lbert B
oim

e, The Academ
y and French Painting in the N

ineteenth 

C
entury,L

ondon 1971,p.185.

［
邦
訳　

『
ア
カ
デ
ミ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
近

代
絵
画
』　

森
雅
彦
・
阿
部
成
樹
・
荒
木
康
子
訳　

三
元
社　

二
〇
〇
五

年
］

12 
P.M

.D
oran, ed.,C

onversations avec cézanne, Paris,1978,p.28.
［
邦
訳　

『
セ
ザ
ン
ヌ
回
想
』
高
橋
幸
次
・
村
上
博
哉
訳　

淡
交
社　

一
九
九
五
年
］

13 
Ibid., p.36.

14 
Ibid., p.44.

15 
Ibid., p.17.

16 
Pierre Francastel, L’Im

pressionnism
e, Paris,1974, p.74.

17 

森
直
義　

「
フ
ァ
ン･

ゴ
ッ
ホ
は
《
静
物
、
白
い
花
瓶
の
バ
ラ
》
を
ど
の
よ

う
に
描
い
た
の
か
」　

展
覧
会
図
録　

『
印
象
派
か
ら
そ
の
先
へ
―
―
世
界

に
誇
る
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』　

八
三
―
九
〇
頁　

兵
庫
県
立
美
術

館
（
他
）　

二
〇
一
九
年
―
二
〇
二
〇
年
。

18 
Paul Signac, D

'Eugene D
elacroix au néo-im

pressionnism
e (1899), 

Françoise C
achin, notes,Paris,1978,p.117.

19 
Ibid.,p.118.

20 
Ibid.,p.118. 

な
お
、
「la touche divisée

」
は
「
筆
触
分
割
」
と
訳
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
「
分
割
さ
れ
た
筆
触
」
を
用
い
る
。

21 

シ
ニ
ャ
ッ
ク
た
ち
を
「
新
印
象
主
義
」
と
名
づ
け
た
フ
ェ
ネ
オ
ン
は
、

一
八
八
六
年
の
時
点
で
、
印
象
主
義
と
シ
ニ
ャ
ッ
ク
た
ち
の
色
彩
論
を
対

比
し
、
前
者
に
「
分
解
」
の
語
、
後
者
に
「
分
割
」
の
語
を
使
用
、
印
象

主
義
を
「
自
由
な
筆
触
と
恣
意
的
な
方
法
」
と
批
判
し
た
の
だ
っ
た
。

彼
の
見
解
は
シ
ニ
ャ
ッ
ク
の
著
書
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。F

élix 

Fénéon,“L’im
pressionnism

e aux Tuileries”(1886), ed., J.U
.H

alperin, 

Œ
uvres plus que com

plètes, G
enève,1970,II, p.54. 

22 

筆
触
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
拙
論
で
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
筆
触
の
思

想
」　

『
美
学
』　

二
〇
九
号　

二
〇
〇
二
年　

四
三
―
五
六
頁
。
シ

ニ
ャ
ッ
ク
の
著
書
で
は
引
用
し
た
箇
所
の
他
に
も
、
音
楽
の
喩
え
が
繰
り

返
さ
れ
る
。
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
「
分
割
さ
れ
た
筆
触
」
を
「
音
符
」
に
擬
え

た
が
、
「touche

」
は
「
筆
触
」
の
他
に
「
（
ピ
ア
ノ
の
）
鍵
」
も
意
味
す

る
。
同
じ
音
階
で
あ
っ
て
も
、
鍵
に
触
れ
る
弾
き
手
の
指
に
よ
っ
て
音
は

変
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図 2	 ヴェトゥイユのモネの家（現在）
	

図 4	 カミーユの墓（ヴェトゥイユ村の墓地）

図 6	 ジャン=フランソワ ･ミレー
	 《群れを連れ帰る羊飼い》
	 1860-65 年／油彩・パステル・インク・黒コンテ
	 カンヴァス　46.5 ｘ 56.0cm／吉野石膏コレクション

図 1	 クロード ･モネ
	 《ヴェトゥイユ、サン=マルタン島からの眺め》
	 1880 年　W596 ／油彩／カンヴァス　60.4 ｘ 79.4cm
	 吉野石膏コレクション

図 3	 銘板 ( ヴェトゥイユのモネの家 )

図 5	 カミーユ ･ピサロ
	 《ポントワーズの橋》
	 1878 年／油彩／カンヴァス　60.5 ｘ 73.0cm
	 吉野石膏コレクション
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図 8	 ピエール=オーギュスト ･ルノワール
	 《庭で犬を膝にのせて読書する少女》
	 1874 年／油彩／カンヴァス　61.0 ｘ 48.5cm
	 吉野石膏コレクション

図 10	 ピエール=オーギュスト ･ルノワール
	 《シャルパンティエ夫人と子供たち》
	 1878 年／油彩／カンヴァス　154ｘ 190cm
	 ニューヨーク　メトロポリタン美術館

図 12	 ジャン=バティスト ･カミーユ ･コロー
	 《浅瀬を渡る山羊の番人、イタリアの思い出》
	 1872 年頃／油彩／カンヴァス　
	 吉野石膏コレクション

図 7	 アルフレッド ･シスレー
	 《モレのポプラ並木》
	 1888 年／油彩／カンヴァス　54.0 ｘ 73.0cm
	 吉野石膏コレクション

図 9	 ピエール=オーギュスト ･ルノワール
	 《シュザンヌ ･アダン嬢の肖像》
	 1887 年／パステル／紙　61.0 ｘ 49.25cm
	 吉野石膏コレクション

図 11	 エドガー ･ドガ
	 《踊り子たち、ピンクと緑》
	 1894 年／パステル／紙　70.9 ｘ 49.0cm
	 吉野石膏コレクション
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図 14	 ポール ･セザンヌ
	 《マルセイユ湾、レスタック近郊のサンタンリ村を望む》
	 1877-79 年／油彩／カンヴァス　64.5 ｘ 80.2cm
	 吉野石膏コレクション

図 16	 同左　部分

図 18	 クロード ･モネ
	 《サン=ジェルマンの森の中で》
	 1882 年　W750／油彩／カンヴァス　81.0 ｘ 65.0cm
	 吉野石膏コレクション

図 13	 エドゥアール ･マネ
	 《イザベル ･ルモニエ嬢の肖像》
	 1879 年頃／油彩／カンヴァス　99.3 ｘ 75.6cm
	 吉野石膏コレクション

図 15	 フィンセント ･ファン ･ゴッホ
	 《静物、白い花瓶のバラ》
	 1886 年／油彩／カンヴァス　37.0 ｘ 25.5cm
	 吉野石膏コレクション

図 17	 フィンセント ･ファン ･ゴッホ
	 《パレットを持つ自画像》
	 1888 年／油彩／カンヴァス　65ｘ 50cm
	 アムステルダム　ファン・ゴッホ美術館
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図 20	 クロード ･モネ
	 《日傘の女性（左向き）》
	 1886 年　W1077 ／油彩／カンヴァス　131ｘ 88cm
	 パリ　オルセー美術館

図 22	『二つの世界の芸術』に掲載された挿図（1890 年）

図 24	 マルク ･シャガール
	 《パイプを持つ男》
	 1910 年頃／油彩／カンヴァス　61.0 ｘ 38.0cm
	 吉野石膏コレクション

図 19	 クロード ･モネ
	 《日傘をさす婦人》
	 1890-91 年　WD446 ／黒鉛筆／紙　30.5 ｘ 23.5cm
	 吉野石膏コレクション

図 21	 ジョルジュ ･スーラ
	 《グランド ･ジャット島の日曜の午後》
	 1884-86 年／油彩／カンヴァス　207ｘ 308cm
	 シカゴ美術館

図 23	 モーリス ･ド ･ ヴラマンク
	 《大きな花瓶の花》
	 1907 年／油彩／カンヴァス　104.3 ｘ 52.5cm
	 吉野石膏コレクション
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図 26	 ヴァシリー ･カンディンスキー
	 《緑色の結合》
	 1926 年／油彩／カンヴァス　84.0 ｘ 57.5cm
	 吉野石膏コレクション

図 28	 クロード ･モネ
	 《睡蓮》
	 1906 年　W1691 ／油彩／カンヴァス　81.0 ｘ 92.0cm
	 吉野石膏コレクション

図 25	 マルク ･シャガール
	 《逆さ世界のヴァイオリン弾き》
	 1929 年／油彩／カンヴァス　92.7 ｘ 73.0cm
	 吉野石膏コレクション

図 27	 クロード ･モネ
	 《光の中の積みわら》
	 1890-91 年　W1288 ／油彩／カンヴァス　60ｘ 100cm
	 チューリッヒ美術館


